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末田浅一翁顕彰碑
　末田浅一【明治２７年（１８９４）、

現在の広島県呉市豊町大長生まれ】

は昭和初め頃、キヌサヤエンドウ

（当時は大長マメと言われていまし

た）を初めて垂水に導入し、普及に

努め、垂水がキヌサヤエンドウの一

大生産地となる基礎を築きました。

【昭和４６年（１９７１）建設。顕彰碑は本城川 河口の南側・港地区】
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【参考資料】
・  垂水市史上・下巻（垂水市編纂）
・  垂水市史料集（三）
・  垂水市史料集（七）その二
・  ふるさとの歴史   垂水市協和編（中島 信夫 著）
・  桜島大噴火   よみがえる災害記録（橋村 健一 著）
・  垂水の農業の歴史と今後の農業の方向を探る（大窪 孝 著）
・  記念誌   協和小学校創立百周年（同記念実行委員会）
・  「海潟温泉再生会」ホームページ
・  広報たるみず
・  その他

本城川他六河川改修記念碑
　大正３年（１９１４）１月１２日、桜島

大爆発により大量の噴出物が垂水に降り

注ぎ堆積しました。その後の大雨による

河川の氾濫は、人命はもちろん、田畑や

家屋にも大きな被害を与えました。その

ため鶴田川、飛岡川、中俣川、是井川

（以上は協和地区にある河川）、田上川、

市木川、本城川で河川改修が行われました。

【大正５年（１９１６）建設。鹿児島神社境内】
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